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牛と対話し､安定した経営を目指したい｣と話す鈴木達也各ん。
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当
農
協
の
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、
「
Ｊ
Ａ
夏
ま
つ
り
巳
Ｄ
Ｏ
Ｂ
」
が
、

七
月
二
十
五
日
、
金
融
課
前
駐
車
場
を
会
場
に
舎
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。辮

丁
Ｌ

ｉ
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るマス会と選分Ｘ線でＡ、１１１°の約の殿
公’｡とし手にク１をす職．谷ご充一かWf
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夜店､ｹﾞｰﾑ大会に子供たちも大喜び／
Ｚ壬

藤
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Br~、

魚
介
類
と
、
う
ま
い
物
に

げ
ま
す
！

ししノ６しあ１１を今がは「」
いみす征たｌ）噸どわで、あ’１１１
とにるイド｡がかたせて’11るし
こし魅、とらくやしいるで
ろてlLkおうョさだま段とし
。〈で１１ｔごあんいつ階のた
れ余話ざるの二たて､Ｉ〃・
てliliiにいる商んも特焚
いしなまこ，ＡＡ・の笈企
るてつすををイのの11ljl

蕊iih莉鰐>,;(ｌｆ
さこるう）'1ﾘﾎｾ農ＢＺ
んのＩＮＪ気くるツ脇ギヅ
がイ隣持だすトのフー
多くにちさが、乳｜、編
いン農にいたＦ製券ｌｊｌ
のト脇左まもｌｌｌＭｉき
が・がりしあ牛,濡刀一
雄楽還まてＩ）肉め’'１で
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一
一
度
と
Ｂ
Ｓ
Ｅ
相
か
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と
に
よ
っ
て
、
完
全
な

る
Ⅱ
水
産
の
餌
に
よ
る
飼
育
体
制
を
緋
築

し
、
二
度
と
Ｂ
Ｓ
Ｅ
禍
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
の
試
験
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
乳
牛
の
生
潅
体
制
を
行

』』》』
１
列

尿
蹄
魎
揮 ’ 

PBI 

設業策I汁
試の誠とここ
験視験のされ
：察場．』しは
蔦及の環て、
－ぴｉＭとい巣
堆察しる落

減肥をてョの
肥のかｉ「家１ｉ
効イアねつ畜力
果効てたふイド
のＷ１，６ん耐
説）１１ふの尿lI1ii
IU1にんで処仁
をよ])Ｉ（、理］亀
受る施腱刈筑

七
月
二
十
三
日
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事
業
を
受
益
す
る
中
標
津
地
区
集
落

（
上
村
重
光
代
表
）
は
、
役
員
で
北
海
道
立
根
釧
農
業
試
験
場
を
訪
れ
、
北
海
道
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
を
誇
る
規
模
の
農
業
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

飼朧し会いな}lll上ｊｉ蚊をつがの｝腿しる｜)Ｈけ
料臓１てうＢリを１'１地憂い１「脱〕iU祝たたを、
を雁サ［｜，武Ｓま臓衣1ﾉﾘけてつ]ﾘ１に察･め検災

鮭ｆ糊｛鮭ぞjii鯲鮖聞零繩ilii
されwliIi鰯。鱗Ｉ怠輸さiitjiiW卸
:ｎたり験幼て、施脱究各舎設れⅡ!Ｉ業
こるイヒト、とと」た全1没ｌﾘ｜に科内のます展

え
ば
、
牛
乳
一
脚
の
生
産
コ
ス
ト
が
．
千

Ⅲ
位
に
な
る
の
で
は
と
い
う
級
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
、

牛
の
行
動
観
察
を
し
て
い
る
施
俄
行
動
蕊

験
介
や
、
試
験
川
に
↑
の
体
に
穴
を
空
け

行

ふん尿の利活用は、
まず土壌を知ること

造立根釧農業試験場を視察

□ 

鞍
に
な
ら
な
い
１
と
い
う
厳
し
い
友
も
出

ま
し
た
が
、
試
験
場
の
研
究
が
当
農
協
の

酪
農
に
樅
か
さ
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

庁
舎
内
に
灰
っ
て
か
ら
の
研
修
で
は
、

て
あ
っ
た
り
と
、
研
究
施
設
だ
な
あ
と
隅

わ
せ
ら
れ
る
器
機
が
多
数
あ
り
限
を
兄
張

り
ま
し
た
。』 鑿＿

参
加
若
か
ら
は
脱
棋
が
大
き
す
ぎ
て
比

グー、

程

鱗
１㎡

罰蘆lｉ
ふん尿の利活隠には土壌調査が不可欠ですと説明する＝枝科及

す

な
っ
て
い
く
の
か
瀧
ｎ
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

求
め
る
働
き
か
け
も
町
内
の
有
志
か
ら
起

れ
て
い
る
農
業
試
験
場
で
ず
が

鞠霊;鰄
織藤i1jlpiiiて了舩

H鰯

江

こ
っ
て
お
り
ま
す
。

■ 

根
釧
腱
業
試
験
場
が
リ
ー
ー
ュ
ー
ア
ル
さ

て
、
Ⅲ
施
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
取
り
壊
さ

ど
う
な
る
？

今
後
、
ど
の
よ
う
に

佃作・李伸”孕午」 体に索けられた穴が･･･
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五
月
一
一
十
八
日
～
一
一
一
十
日
ま
で
の
三
日
間
、

豊
岡
の
竹
村
富
夫
牧
場
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

在
住
の
マ
ー
ク
・
ポ
ワ
ー
ト
氏
一
家
が
訪
れ
、

当
農
協
管
内
の
酪
農
や
観
光
名
所
を
視
察
し
ま

し
た
。

ひ
と
足
先
に
ボ
ワ
ー
ト
さ
ん
一
家
と
ご
対
面
ｊ

会
、
絵
皇
さ
ん
は
二
１
１
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
酪
農
体
験
中
。

竹村牧堀のホニーと一緒にバチリ

か娘なへ配にん’左はごＩ)Ⅱぼ柵りうIま｜腿久ン氏ア
かの体酪が趣にラ今つ［｜近賜か征、ニト１１ミ＋Ｗボイ｛とロ肋
るプ験農捺,;（つンイドた本所ｆ「検’'１息と氏イミル,1と絵ワ・妻ハ肛

溌蕊撚蝋蕊
にｉＨｉるつオしら司に、ん流はの竹つの）,Ｌてで光か村－７．．ラ

繩i1K蔓キＴ：三月で箙鵬紳Iilだ，紙擢諦
さ符将ろ海てタ娘’笈ノ[ｋさトトリ場のあとポまエタトの毛１１・
せ「来ん外心イさジに後ん・の・たいワたア酪腱ビトテ

勺

て
州
っ
て
き
て
も
就
職
か
な
い
と
な
る
よ

り
た
め
に
な
る
の
で
は
－
」
と
笑
う
。
希
望

ど
お
り
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
酪
腱
を
〈
‐

ま
さ
に
体
感
し
て
い
る
絵
岨
さ
ん
は
、
こ

の
あ
と
２
粁
ほ
ど
愛
人
光
を
締
え
て
研
修

し
、
来
年
五
川
に
帰
郷
す
る
ｒ
定
。
上
産

話
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
陥
っ
て
く
る
絵
聡

さ
ん
が
こ
の
．
年
冊
で
ど
ん
な
に
成
及
し

て
く
る
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

に可

》
［
Ｐ
Ｒ
］

⑭
社
団
法
人
・
北
海
道
国
際
農
業
交

呼
流
協
会
で
は
、
引
き
続
き
農
業
交
流

》
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
》
ニ
ュ
ー

ｊ
》
ジ
ー
ラ
ン
ド
ほ
か
海
外
の
ど
こ
の
地

藷
》
域
へ
の
研
修
も
可
能
で
す
。
希
望
者

唾
一
本
人
の
「
見
た
い
。
学
び
た
い
．
習

力
・

殖
一
得
し
た
い
」
と
い
う
要
望
に
即
し
た

前
》
国
や
地
域
、
受
入
農
場
の
選
定
を
行

く
。

Ｊ
ハ
ロ
さ
叩
い
サ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

里
”

絵
》

「
現
在
は
、
低
コ
ス
ト
と
消
費
者

寸
・

憾
函
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
、
環
境
仁
や

↑
。

と
。

家
》
さ
し
い
放
牧
型
酪
農
を
視
察
し
た
い

一
■

櫛
》
と
い
う
要
望
一
が
多
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

陸
》
ラ
ン
ド
へ
の
研
修
に
力
を
入
れ
て
い

推
一
ま
す
」
と
田
村
事
業
推
進
部
長
。

約
一
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で

→
》
〒
○
六
○
－
○
○
四
一
一

マ
》
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
七
丁
目
一
一
番

一
地
・
ダ
イ
ヤ
ビ
ル
八
Ｆ

坤
電
話
Ｏ
１
１
ｌ
２
５
１
ｌ
３
８
５
３

印
社
団
法
人
・
北
海
道
国
際
農
業
交
流

》
協
会
・
田
村

》
ま
た
は
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
経
営
相
談
課

』
中
村
・
裏
地
（
２
１
２
９
０
３
）
ま
で
。
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七
月
九
日
、
十
二
日
の
両
日
、
新
施
設

「
ク
レ
ェ
」
を
利
用
し
た
小
学
生
の
体
験

交
流
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

綴 地
場
産
牛
乳
な
ど
を
使
っ
て
、

小
学
生
が
体
験
交
流
。

牛乳に酢を加えると。,!！

1Ｅわおの験し楽’1とまり依乳バノノ

２はクま解流後おんをた、でこ使ＩｉｌＩＬＩ１
,謡せ司りＩ｢１１炎今てし被しや頓卜をタをノし

黙ii蝋!i瀞
:蕊鰯辮蕊繍
鯲騨灘瀧騨

戸写、

この問題がわかるひと－／

七
月
二
十
四
日
～
二
十
五
日
ま
で
の
二

日
間
、
恒
例
の
Ｊ
Ａ
夏
ま
つ
り
「
女
性
部

特
製
ザ
ン
ギ
」
出
店
協
力
の
準
備
に
、
総

勢
三
十
人
の
部
員
が
参
加
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。

｢＝ 

限
界
に
挑
戦
ノ
・

川
埋
の
ザ
ン
ギ
と
大
格
闘
。

鶴肉･油ＶＳ女性部員一きて潜敗は・・'７

おさちキま命｜Ⅱ１６しタピけ「なの１，ｔ部らｌ７ｆｌＺしＩＡ逃６Ｍｉ
膜どんやド・してもｉｆさたの、処かだは１１の＝の：迦いなと今
れ脇にんキ｜ｲ〈ただ人ダリて゜形〈ｒＪⅢ！、ろ、の指卜１７「総な、いなイ{邑
嫌力おのしｉｌ１ｉ・ツビ紫が．（Ⅱて、911うｉ'リ人令議八jltil[増設熱Ｉ）は
でいliIi味な蕊と朧でまだの仮１１かｊｌ>ｌｌｆｆに！？篭はｌｉｌｉＩｌｌｉ地、、
したけ・がま、、′さつつ鍋リの？のＭ１１，－か、とも獄エ新
ただし女らで人 、りたの腸好鶏がl1i笑ら人な鍵のア施
・きまＩｌｌミ、聡慌′Ｐ我｜》１部底げノミとが始例毛史詩ｌ）いよ．殻
ます部米１１ｔ況後が姑ｉｌがとをの縦まのとに＝ま、うンョ
し。特年！？の八女か６兄い願苑性｜）跡の噸ケし作なもク
た鰹もう時化ら笑えつつ，了にまｌＡｊリミ１１ヒタた業11i島なし
部ザまとち三部、顔たたてもなし.ｉｊしと・しイ１§しエ
ュンた齋にﾄザビに|聯［ひ7|ゼつたｉｌｌＩ姿、ながやま、Ｌ
のギ゛か終分ンのなは｛iＭたびて゜Ａｌｌｉ限つ、すで換で
告をおに「リ（ギ部ｌ）、をす炎いこ久会界たし<些笂の
様ｆ￥１ﾘ：ドしにｉｆｌｊｌⅡＩま必統らうるの｜'ｋかの昨か、はＬＩｊｉ(｢；
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』
ト
ク
【
戸
一

１０１１６佐麗勝夫１２５小川キミ子

１１１１７藤井弘美１２９佐繭ヒデ

ガ２１１７佐瀬永雄１３０岩井誠子

１３１１７遠禰与畏二Ｉ３Ｉ小谷みつ子

1４１１８阿部正六１３５宮脇みつる

１５１１８久保慶一釦１３６安進花枝
１６１１８小川箔１３８松隈佳美

１７１２１遠藤忠填１４４松丞重子
１８１２５塩田専治１４６ｊIピケ平静子

１９１３２岩井異１４７１２Ｅ藤美代子

２０１３３内山熱１４９ヨヨ中マツノ

２１１３４広瀬定夫１５０萩原トミ

２２１３５武田三郎１５１☆中司ぎみ
２３１３５秋山政雄１６ｌ佐伯二三子

２４１３７田中散秋

２５１３９☆肚同喜代之助
２６１４７大内利市

〉
の
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
七
月
二
十

で
開
か
れ
、
約
五
十
人
の
参
加
者
ら
が
四
コ
－

を
流
し
ま
し
た
、

Ⅲノ
ー

1１７ 

－勝つらル戸

一ニヨーー女ニミー男攻たズＬを
そ位位位性位位位性ぴよ゛処
の・・・-...-打う菰る
他，ｒ１ｉｌｌｌ渡ｉｈｌｌｌｌ小数で排に
の雌代辺１１１１:》111ｆ林はすちつ
11111雫ｊｒｉｆフ｛‘すケト金以・のオＬ
ｌｉｌＺｒ「・ク－，fＩｉｌト・njjして
は＿へＩ．＿へ一の女いヒ
プに．．.－.）し、、別初狩
記一・・トリ＝奥を
の一・Ｊ１ｉｌｌＬ’八で１１（の脱
jUnイＴ}「八打打１「す以迩ぐ
り－－打一一一｡’ﾉl1IjD盗

人仁が
’１'ｆ左）,１

に
絶
墜
を
受
け
、

る
た
び
に
巧
く
な
っ
て

瀞
汽
役
は
競
技
に
参
加
し
、
ホ
ー

松率工三子

瀧ケ平静子
佐砿美代子

ほ
か
の
競
技
村

しI

く
し

lI7j 
ij 
満
ち

※☆印はブービー賞。

同じ打数で回った人は多数の場合
年齢の高い人が上位となります。

６
ホ
ー

ル
を
胴

７ 



l)M[場地区
【パーソナルデータ】
昭和54年１月30日生まれの24歳、
水瓶座､Ａ型。

祖母のツルヨさんと２人暮らし。
営膿類型＝育成牛販売㈱

鈴木達也苔ん
パ
ソ
コ
ン
と
ボ
ウ
リ
ン
グ

が
趣
味
と
話
す
達
也
さ
ん
。

入
づ
き
あ
い
を
大
事
に

す
る
好
實
年
。

で

ボ
ー
・
こ
び
，
辱
み
ご
ロ
斡

穰￥千斗汁☆大夫雑千千午

易=j塞騒r、

担う
達也こまい鵜みたtiiii方し１７やを
也さと将する１１ｒとてとつは逃てイド業卒午
さん１－米・い年のはいた、１１，１ｔい部さ業’'１’
んはとのろ部こどうほかはたＩＩＭＬ後ご

への’謡ⅡなのとうこどつパだＩ}勝て、紹
紀今二つ標イ水ででとのてソい丈か酪介

・後ＳＦＩミづii1rrL噺lliラ雛ネ縄

織蕊鰯轍腕、ウリ・ニイド火山

流に賞,Hf、へ率仏党近ング迎をのん

認(〈憐鰯、1のめ人ポでえ蝋、、えはグ゜統迎経は

全しのセし的三Ⅱあつ会ウ全てＩ１Ｉｊ１ｌＩ

鯉懸羅監麟；#鋼
§丈＃柿砦#Ali蝿'iMj‘棚
女鰈ｉｉＬｌｉ癌'鯏灌峨徽

六女疾-ｋ￥

鱸
８ 
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青年部 青年部

西垣勢 金子雄司

、'1幌地|えの1jliiliです！「|分が経燐許になってから

５ｲﾄﾞが経ちましたがJWf艇堆は突き1ｉ１ｌｉぬると奥が深く、

まだまだわからない，|#ばかりで、」山ﾉﾋの光赦進にお'１１：

Ｉｉ１１ｉになるばか')です｡なかなか独りfLち１Ｍ〔ませんが、

いつかは恩返し}'１,来るようにj、:っているところです。

3AＡ１は、農MIIｹﾞｲ|ﾐ部のi,１１１部長、１１雑文)i:Ｉｌｉｌ(郷１１ﾄﾞｲ|孟全

,畿所の第２愛典会鐘i良・Ｉｊｒｲﾄﾞ会議ⅦrをjlLじ、いろい

ろな業種の人たちのつながりのなかでiiIhf1Lています‘

これからは、今できる'１$、やらなければならない11「を

雌ｿﾐにこをし、リミ紙を残し後Ｅｉ１Ｉｆ進の良い)ＭＮとなｵしる

ように．ｎ分、身にﾉくきなｌ１ｈｌｊを持つで兵鉄していき

ます。午はiiYW縦にＡＩして、「111Tを排ってii1j1Ilしてい

ただける'k乳の'1{'埴に命ﾉﾉを投じ、I1illIMtに繁殖Iｉｆ｣１１１に

ﾉ｣をiiHいでいく１１を満:【：いたします。

砿は、俵橘地|ｘの金卜牧場後継衿の雄rr1です。今イド

の`lI1に|:し'１１兇からﾉﾉ`'）､枕腿しました｡４力)l余りが過

ぎて、酪農業は肉体的、IIlliiiIl1i10に過酷で、綻!〉iriniや'卜

の符｣'１１などオールマイティーな能ﾉﾉを鍵求される、難

しいjIii蕊だとﾌﾐ感しております。さて、私のjll､'1は、

以}iiiは搾乳ＩｌｈＬ１でしたが、父親がｲ《ﾊﾐの|聯でも大火犬

なように、また、作紫全般を覚えるために、午は給餌

をやっております。乳磁を改解するには、′|葛の健康に

奴を配ることが］瀞だと琴えております。［Ｉｌｊ親や,liL年

舟1j‘)先illi途のアドバイスを|Ｈ１いて、さらに典い乳'１．を
''二雁することをT[念します”

門

平成15年度
目標

平成14年度
現状

雁IMI数 0２ 0.2 

平成14年度
現状

平成15年度
目標 1最重点目標妙体細胞数’２８．８ ２０」０

Ｆ９０ 4.100［ 4.2Ｃ ′I已澗灘 0.［ (Ｌピ

8.700(， SＮＦｑＺ 8-64[jＴ 
1最重点目標②｜体細胞数２４．４ 2０１０ 

3-16o《】PFljb 3.1.10m 
「92,＿ll0l)(）4,1状維排

令帖|形12-74')、12.80()(］
ＳＮＦｑｚ'3.67(】(，塊状純ｲJｉ

['○〃3-200,】 現状維持 今、１番力を入れている仕事は、給餌です。

現在の給餌場所は、雨が降ると地面がドロドロにな
り、泥のデッピングをしているような感じ。乳質にも

係わるので、現在、建設中のＦＳ牛舎が完成すれば、

作業方法か変わるかもしれませんので､今から楽しみ

です。給餌作業は、牛の健康や乳量に直接係わるので

「おいしい牛乳をたくさん出してね」という気持ちで
気を配っています□

1,|,」il形１２．７８１)０ 塊状維持
戸可

今、１番力を入れている事は、主に餌の管理を行っ

ていること。そしてもっと乳牛を増やし安定した経営
を目指すために､繁殖管理に気を造っております。
特にフリーストールで飼養するようになってからは、

発情を見つけづらくなり、繁殖カレンダーが役立って
います。

大半は、妻が管理していますが、誰が見ても気をつ
けなければならない牛が判ります。皆さんの中には既
に利用している方が大半だと思いますが、頭数が増え
つつある今、力強い味方です。
自分の考えはまだまだありますが、この辺で…。

lＨ 

当牧場で私が１番熱を入れている管理は絵餌作業
きれいな甥所で食べさせてあけたい

Ｉ 

９ 

平成14年度
現状

平成15年度
目標

′[：,Mi数’ ().２（).２ 
平成14年度
現状

半成1ｂ年度

目標

｜ノi二ｉＹＭ黙（).５（).(｝

|最重点目標②｜体細胞数２４．４１２００’

体細胞数 2８ 20.0 

Ｆ９Ｄ )００ ４．２０ 

ＳＮＦ形 |Ⅲ[） 8.70()(｝ 

I)％ `。
Ｌ｣ l()ｂ 3.16｡(） 

企l1il形 12.74〔)ｏ 809(］ 

E雇斎Ei燕『

ＳＮｒ 8.6 現状維持

l〕 ３．２ 9J状維持

１，i,」il形 12.78()(） ３，l状維持

Ｆ９ｂ、1.1()()(）ｆＩ１ｌ状維排
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大自然の中、
お馬と一緒にのびのびと育つ美慶ちゃんノ

ど
ん
よ
り
し
た
天
気
の
中
、
一
悉

草
収
稚
作
業
も
｜
段
繕
し
た
今
月
の

人
気
燭
は
、
俵
僑
地
区
・
人
西
雛
秀

さ
ん
宅
次
女
・
芙
慶
ち
ゃ
ん
で
す
。

寝
起
き
は
い
つ
も
し
機
嫌
と
い
う

そ
ん
な
お
任
渡
明
け
に
お
邪
魔
す
る

と
、
超
ご
機
嫌
の
美
慶
ち
ゃ
ん
が
終

始
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
取
材
に
応
じ

て
く
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
の
災
慶
ち
ゃ
ん
の
行
動
を

ち
ょ
っ
と
探
っ
て
み
る
と
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
お
し
ゃ
べ
り
も
多
く
な
っ
た
し
、

つ
か
ま
り
立
ち
で
行
動
範
州
も
煙
が

っ
て
、
史
に
は
ハ
イ
ハ
イ
も
Ⅲ
燗
Ｌ

に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
き
た
く
ｊ
Ⅱ
こ

の
頃
。
ハ
ハ
川
く
「
呪
仮
、
１
秒
フ

ラ
ッ
ト
で
、
膝
小
州
が
す
っ
か
り
Ⅲ

ず
む
く
ら
い
、
俄
然
鍛
え
ら
れ
て
い

る
」
と
か
（
笑
）
。

さ
て
、
ト
マ
ト
と
お
．
弘
腐
が
人
脈

き
だ
と
い
う
戈
慶
ち
ゃ
ん
は
．
こ
れ

ま
で
特
に
人
き
な
病
気
も
せ
ず
、
征

Ⅱ
、
鵬
育
倒
か
ら
帰
っ
て
く
る
皿
乃

お
姉
ち
ゃ
ん
を
心
げ
ち
に
し
て
は
、

一
緒
に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ

っ
て
。
岐
近
で
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の

や
る
蝉
が
と
に
か
く
銃
に
な
る
し
、

お
姉
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
も
触
り
た

い
し
で
、
時
に
は
そ
ん
な
お
も
ち
ゃ

を
無
惨
な
姿
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
っ
た
り
と
、
以
外
に
お
て
ん
ば
さ

ん
を
耐
も
（
笑
）
。

Ｐ 

１ ､ そ
れ
か
ら
、
腸
を
こ
よ
な
く
愛
す

る
大
西
家
の
娘
で
あ
る
芙
慶
ち
ゃ
ん

は
、
パ
パ
や
マ
マ
同
様
、
釛
物
が
大

好
き
で
、
ま
だ
馬
に
は
乗
れ
な
い
け

れ
ど
、
お
気
に
入
り
の
馬
の
乗
り
物

に
こ
の
日
も
乗
っ
て
ｆ
機
嫌
ノ

そ
ん
な
美
慶
ち
ゃ
ん
の
将
来
に
つ

い
て
、
ハ
パ
と
マ
マ
に
鍬
ね
る
と
「
十

一
歳
で
四
歳
の
ｆ
供
を
突
き
群
と
し

f■｡、

た
り
、
十
六
歳
で
親
を
バ
ッ
ト
で
殴

っ
た
り
し
な
い
、
こ
ま
し
や
く
れ
て

い
な
い
、
索
祓
で
伸
び
伸
び
と
し
た

子
供
に
行
っ
て
欲
し
い
」
と
、
呪
笈
味

の
あ
る
お
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
慶
ち
ゃ
ん
！
人
自
然
で
、
優

雅
に
走
る
お
脇
さ
ん
の
よ
う
に
優
し

く
、
そ
し
て
系
肛
で
素
敵
な
女
の
子

に
な
っ
て
ね
！

’
９
？
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iii 
大西美慶ちゃん、

おお仁しみのり

2002年９月１８日生
大西雅秀・歌織さん夫妻の次女
として生まれる

■ 

Ｌ 

ノ、

１０ 
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牛蝿i，，)螺

ロ
Ⅱ
ｉ
Ⅱ
Ｆ
ロ
Ｉ
Ｆ 触牛#三mﾐ:jFの籍

『

１ｓ］ 

●
酪
農
体
験
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
思
い
州

れ
て
、

、
馬
を

3蕊ユ噂名前河葬令総墓 ３年Ｑ檀名前､Ⅱ野沙記
．辱のらちしぼり芒にいけんして、心にのこっていることは、ｊＷｌｊ。．(1)牛のちぢしぼりを正いけんして．」血にのこっていろ〒〆は．疋九

こすか？

」三昌日寺５hつ潮１７Iらたしてはし''１X） 垣…-て-Wづうかくてあ7壱方か7)》た
-尽司泥z咄麺ｳzWllと息z在[丁巴`ｳｽ在人て１１６だ。

見
て

体
験
し
て
。

一､Zｒ
２牛匡調らら蓬あけて、１１mにのこっていることば、なんですか？

②牛におらちをあけて、心にのこっていることは、なんですカ

ン乳〆嵜ヨヮ､'1,均泥ｊＬ骨吋γ,、Ⅱ 

あけ肋正どきウニ''いのみつ毎Fりた化思1１

言（元。
プーくう､＞,１１カニで?･･す

饗梵>ff爵FilFfjfFilW辮鵡,， 鰯lKjに梨って．ｊＵｌこのこっているＥ左はなんですか？

千

，8楠
.÷’）,珸十ま:きい瞳

き［圧迫 -アプＷＬさ、耳曉六ｽﾞT1Alff-7＜＃1主（た「

紅2.中擦津の午閣をJこくて．がんぞうを回いてください． ４甲礎湖の牛慰をたべて．かんそうを閏いてください△

：￣、ﾏﾐｰ」′正三た合ぺ･泥('7式二向|よどＺ諺沿[ルカも戸Ｚ''弧
5上Fとついてちつと知り尼いＥと、しらべてみたいことはなんですか？ 己,牛についてちつと起りたいこと．しらべてみたい丘左は】圧んですか？

牛のＬ勒芳’１万V'壱・と矢、りたｌ１ｚﾉﾉﾖ。 食行酪進
Ｈｆ・殿公/〈
験采体で）ｊ
￣馬験九十
が．ア［'１三
llM各ト小Ⅱ
催共ラ学、
ざ進ク佼中
れ会シニ標
ま兄ヨゴド津
し学ン化町
た・＿を膿
･祁搾対協
こ’卜乳象総
の肉・に合
・企試Ｉ１ｌｌｉ、典

.７．V了．m為Ｕ)か】

■
■
■
 

－－でｌ工
乙司

二Ｌ、ｗユ・し゛二L~に１ＭnkつにＡ４ｎ１うしﾉｶﾞﾎがし、

。Ｕ二う花いしてくＥごっ尼中標津展圏のみなさんへ

す''爽〈｡と舌謁`しえｚくれｚありil>|'!こうご'ｴ11’
曰しようたいしてくださった中lpKu璽醒のみなさん八

■
■
■
●
■
■
 

.…点認可塞具てくjl〔熱７コし゛

ふ１や二,そ.〈ニミーぞ’）-TI･弓-．
０ 
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一
Ⅱ
Ⅱ
一
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
●
Ｐ

牛の:学讐’ 羊の学習
3年ノ蝋名両稲ｎＴ躍塑 3鱒｜鰻名輌中/11>|士
CLFのちらしほりを尼いけんして、ＩＤにのこっていることは、な/Ｕ ：、牛の石らしぼり遷尼いけんして．JUにのこっていることは、なん

● 

ですか？．＿‐…---･，＿Ｌ､鍔H(〉

…ずニプZこし一z畠尤今が筐ｍ帝-,犬｡,ｌ７ｉ１１､心`ｈ§ｎＩｕがＡ十<'’てた0-)オIＩ

麦かﾜｰｶﾞ三。だのしか穴た＿

⑫牛迄おらちをあけて、ＩＤにのこっていることは、ｊなんですか？

~呉にﾐﾙｸも7Ｗ“工士のＬ６ｈたぜ'可へ 溌腎雫斐潜'坐!若『弓沃琵霧稲鞭し’
inＩのなん小のlIIil
入恐恐ど学坐は
かいいな！ｉ三輪１１Ｆ
肱川川<達雄’１２
粋なに、は業か
しどな今′卜はら
てがつ’''１や〃行
掛寄たの馬酪つ
,|i比せよＩil兵に農て
いらう験触〃お
たれではれで．’）
しますとるあ、
まし・てこり’'１
すたそもとを標
･のの１ｉｔがが雛
で'１＄Ｈｆほら町

ｖ>､の人でい7三が';次の､ﾌ準。こ斧は‐jlI市（'1J(八Ｍしﾜﾌﾊ'１歯っがだて!'屯

また.二；ししくみ:くち菰（ず'だ‘ﾉでｌ鳶
⑧鵬に黙って、心にのこっていることはなんですか？

零1TIfでfREP1jf「孑零芽２１竺図砺琳りしｚ
己鈩ｎＷ=し十ＬＺｑ回且厳ＭＵｆ,Ｌ

ｒｌＩＬ宮うlま、士､七ｚ７ｌＩ蓉一と布'もｖよし走り典，

弓’，Ｕ多謝､Ｚした毎う叢しての-てたブ'右
濁りが`ﾋﾆﾗ二MＴｌノ設可， Eと。

冗中裡墾の牛麗をたべて．かんそうを徴いてください．

寧琴電漂硬濡(習脊`Ⅸ三一ＩＬｎＩ冤毛Ｌ粛蒙７１Ａ拷乃吟弥【 ＭＬ刀Ｌ韮で飴

■
■
■
■
■
ｑ
ｑ
０
０
０
■
。
４
０
ｄ

ｕ
 

Ｓ牛についてちつと知り危いこと、しらべてみたいことは

牛lまハノフ之布ハイｊｉＬ=ご'１成人莚 圃努
すか？

ペⅢ主 ﾂｲE;V百;等Yiい嫁ｉ１:ff藤署f『篭が？
冒人一ざすが『，Ｔう｡

⑧し全うたいしてくださった中標津段墜のみなさんへ

鰯榴Ｗ１ｉ鷲ノド饗鰍Yjf葦へい、し
渦リカトヒヲニいさ''しノま菰 お乞い鶉ナ〕

ＯｏＯＯＣ⑧ロロロＤＤｃＯＱｃＣＯＣＣＯｃＯＯｏ⑤ＣＯ｡⑥｡⑥ｐＣＣｃＣｃｃＣＯＯ⑥０,｡］ｑ＄。⑨ＣＯ⑥０⑥。｡【． ０．０．○ＣＯＣＯＣ 

たる博はノガイピ受兵腱し農’|’達祭
だ組受<火のツをし入IiiX六脇た協標六｜｜リＪ１

韓鱗鰯
高校生続々と

酪
農
郷
で
体
験
学
習

…
一
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今
年
の
奥
だ
い
こ
ん
の
収
稚
が
始

ま
っ
た
七
Ⅱ
卜
八
Ⅱ
㈱
、
俊
儒
に
あ

る
選
采
場
で
だ
じ
」
ん
選
別
選
果
作

業
の
操
業
式
が
附
か
れ
ま
し
た
。

川
及
び
艇
協
関
係
満
ら
卜
芸
人
と

￣ 

生
産
者
の
日
々
の
努
力
と
、

丁
寧
な
選
別
で
毎
年
高
評
価
“

●
だ
い
こ
ん
選
別
選
果
作
業
操
業
式

｢グミ

ｌｊ１ｉｊｌ 

鋪 藪鍵

鉾
１△ 

重
呼

」

￣ 

(】
田中世_だい二八部会昼のあいさつ

てでなの１１ニイＬ後」をけの作いなす米つ’１１といに！｛別々農ち場作
ほみ猫１１：丙Ｗノ業ぞF測るノント１．．選がてと’|’進よなえしの協当で雄

旧：Mi蛎雌Ⅱがﾉ[)'1農よにけま采、く兄[Ⅱ:!'いりまて労の評は締

驚蝋雛ｉｆ隷蛾瀦蝋
”難戦聯漏鑑鱗撫;１，i蝋
とがらil（・て１「ろ記や、｜たらが架」＆、き，|にうかrliiiて挟め

：翻鮭鵬辮鰹騨f戦:鯆総

ノー、

｜
つ
は
約
束
を
守
る
と
い
う
こ
と
。

八
時
か
ら
朝
礼
を
行
う
と
伝
え
て
あ
っ

た
。
で
も
そ
れ
を
出
来
な
い
人
も
い
る
。

遅
れ
る
な
ら
連
絡
す
る
な
ど
し
、
こ
れ

を
守
っ
て
ほ
し
い
。

二
つ
目
は
楽
し
く
仕
事
を
し
て
欲
し

い
。
た
く
さ
ん
の
人
が
作
業
を
し
て
い

る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
一
一
一
三
栞
の
取
り

違
い
な
ど
で
喧
嘩
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

気
避
い
合
っ
て
協
調
し
合
う
こ
と
で
、

楽
し
く
仕
事
が
出
来
る
環
境
を
作
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
が
出
来
な

い
人
は
辞
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

三
つ
目
は
一
生
懸
命
や
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
。
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
の

で
作
業
が
遅
い
人
、
早
い
人
そ
れ
ぞ
れ

い
ま
す
。
そ
の
人
の
持
て
る
力
を
十
分

に
発
揮
し
て
く
れ
れ
ば
必
ず
評
価
さ
れ

ま
す
。
要
領
が
良
く
作
業
が
早
く
て
も
、

さ
ぼ
っ
て
い
る
よ
う
な
人
は
一
生
懸
命

な
人
に
は
敵
わ
な
い
。
自
分
の
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
一
生
懸
命
に
な
っ
て
下
さ
い
。

￣● 

Ⅲ 

二！ 一〉｜鷲ロ迫１

書

■
 

'戸、 艮渕課長補佐【二よる朝礼のことは

日本で一番遅い季節まで楽しめます。 いちご部会
乾農場のいちご摘み

けりでまのいれそん極ががちて充膿
、い今Ⅱｲﾐせ摘だ季とれたは牝ｊＬ１ｌ〔ろお、)暖|炎
)l｝ち）］党んみと節’１］ぞろ可美らでんりさ物砺

鰯鮴1鱗i鷲ii(鞭蕊
６Miiかしつちす地気性なうん・イ帯Ⅱち－．場
Itj0Iらまはご゜も峡とつわが千広ｌＩｌＨご〃で
しを（よすざにのにいみせ作ゴ方な狩、は
く迎、゜よはのよちＬ、Ｌ、付狩耐どりい馬
なえハＩ）砂いつご司苛けりなはのち鈴
ってウ６Ｗ/{ちてⅡ］えきてをど''1Ｊ場ごし
て兵ス｜「やご、のらたい楽か内をのよ
いつのlLlミミが１１将んえるしら近一化、
き赤’'１がル′'三本》IILくいんも郊般藤iill

麺:;#灘聡聯鰔，,なじり葱遅そ灘Ⅶ澱印Bi鵬

Ⅱa色戸口

青い実はとっちゃだめだよ
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》
古
い
農
機
具
も
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第

冊
形
を
変
え
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
再
利
用
。

●
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
が
完
成

■
■
■
■
ロ
ロ
ロ
ロ
０
ｓ
■
■
●
ｃ
●
●
●
●
●
●
①
■
■
■
■
■
●
●
●
。
●
●
●
■
■
●
□
０
ロ
ロ
●
■
■
■
■
■
■
●
□
●
ｂ
Ｏ
●
●
ｑ
ｑ
Ｃ
Ｑ
勺
勺
●
●
■
●
●
□
０
の
●
●
●
。
印
■
■
■
０
０
０
０
０
０
ｑ
■
０
■
ｑ
ｑ
０
０
０
０
ｑ
ｑ
■
■
■
■
ｑ
ｑ
■
。
１
曰
▲

甲
■
■
■
Ｄ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
ひ
■
■
■
□
６
Ｂ
Ｂ
８
８
■
■
■
■
０
■
■
■
Ｏ
Ｂ
０
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｏ
Ｂ
■
■
■
■
Ｂ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
Ｂ
Ｇ
■
■
■
Ｐ
Ｐ
●
●
●
●
●
じ
じ
印
●
●
●
●
●
Ｃ
Ｄ
●
●
①
Ｐ
口
■
■
●
■
■
■
■
ロ
ロ
ロ
ロ
■
■
ロ
ロ
●
●
●
■
●
。

二，淡’し、イト谷と
ユリ･たロ人、もこ
|受ｈｌｉ水のｲﾄﾞﾊﾞ;jとの
ホけⅡ｜製ｉｉ１Ｉｉ頃性」|ユト
ラたしのめに能Ⅸレ
ンもむク込Ⅱルドリの|
ドの<ロみ人川牧ラ
社・をツＩｌｆし組１V〔｜
のアつプに、什収ハ
も〆たト値タが幽ウ
の］）もしIlIワ１１/｛利ス
で力の’し１イⅡ川は
、の孝うてサ［几１組＃〕

北
進
の
佐
伯
雅
視
牧
場
に
あ
る

帰
農
館
（
佐
伯
館
長
）
と
、
平
山
賀

氏
経
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン
牧
舎
横
に

農
機
具
リ
サ
イ
ク
ル
の
ト
レ
ー
ラ

ー
ハ
ウ
ス
が
完
成
し
、
最
近
で
は
、

牧
舎
を
訪
れ
る
観
光
客
の
目
を
惹

い
て
い
ま
す
。

｛ｆせⅡＪ１た製ほだ、１１
れては゜作ど零つⅡ#
る水平外をのどたで
Ｉ上で１１１装ＩｌＭ材けと約
組作氏デ始科後い｛ｉ
みらがザし代、いドｉ
･北孤イ、を制まノｊ
ド、当ン約か作すＩリ
ア細しはＪｉけ蝋･澱
？ぱ゛佐十、とと
し外’1`１１１ノi、し人

がご装氏でイ｢て焚
火での、光の約，ｉｉ
きロ木１ﾉﾘ成几し’111ｉ
くうと装しⅡトな
|)Ｍト合.まか〃６
肱にわ照しら１１１の

す望も係しののす
への活もてはが司る
科〃川リ｜い形)I1illlLの

:艤溌iiilii
未放うで‐たてＩＷｉｌ
定す。あと'|'い化魅
竜；７２１柄ｊ萢
定ダめ氏サ、にロノ

も１，．イ保つiii
あな佼屯クイ｣それ来
るどの誠ﾙで､ま
そ宿公ＭＭしき特す
うｉｉｌ谷１ﾘＩｉｉＴｉるの゜
で耐に関）Ⅱもも

r＝可

￣Ⅱ■■■￣￣＝■ 

Wｌ 

完成したトレーラーハウス
.凸■▲二▲凸■■■■■■－■－－－－凸■■■□■■■ａ●●●●■□■■□●●●■Ⅱ

中
標
津
町
商
エ
会
が
組
織
す
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
、
地
域
住
民
団
体
等
委
員
と

し
て
Ｊ
Ａ
青
年
部
副
部
長
の
鷲
見
健
氏
と
、
当
農
協
乾
信
参
事
が
選
出
さ
れ
、
七
月
二

十
四
日
嗣
中
標
津
経
済
セ
ン
タ
ー
で
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

商
肝
街
と
一
汽
え
ば
、
街
の
顔
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
川
と
し
て
嘔
妥
な
も
の
。
腿
引
く

不
況
ｒ
、
商
店
激
の
減
少
で
空
き
牒
舗
が

よ
り
よ
い
街
づ
く
り
、
活
性
化
を
目
指
し
、

農
協
関
係
者
二
人
が
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

＝＝－－－ 

F言う

の１．１

米空立
fFiliilち
秋化、
、と聯

'11Ｊしｆｉ
ｌ人]て〃
仁懸の
（１）念流
店さ川
されも
れて’１１
るい心
とまＩｊ
Ｒ｢す街
わ。1111

代理で委蝋状を受け取る青年部･灘田圃l部長

ばての唯１Ｍも進ｂくぢ化’１Ｗ片〃ｉ｣イｉｌｌｉｌＬ
卒おご潅澗･あ｝}１，農のりえ炎［、，ｲ，のなて
い寄意新サリさ脇・を、齢卜ｊｉｉｉなｉｉＴｉどい
でせ兄サイまオＬｌ卿｜｜よで体政ど’''１にる
すいをイドすて係振り’1ぞ、、を、対人
･たＦドとのいかしよび地１１５，１を逃しｗ１
だＡとして・るらていな城｜：織むて襖
什Ｘして、こ２い街が化合経べ，ｌＷ行
れにて、ｉｉ】ｊと人くづらｈと、験きＭｒ」,i「

1３ 



行いましょう’
フレッシュチェック 家畜改良課より

□■■＆■~句｡◆■｡●●■■◆■■●■⑪■●c■ＳｃO◆●■◆P■Ｐ■■●P■｡■■｡■■凸p0ら●◆p●●■■●■■ｂ■■p□ｃｐｃＣＣＣＣ■c■■F■■■■q■■cp●ＣＢＣＣ●■-■■■■-■■■■■■■二二■■▲-▲▲_.

に磯で忠ユ期てににＩｉｉ１ｌｌｌるうな，ｋなかのの牛うか膜迎い
－」!)】説わチ間かはう活がす，１Fこうす場のな’卜がにしに｝iijえ時奥
度’１}１１ﾘｌれエをら、し’'１１１１，るがヒレま介繁らはい具をつ’''１た’１１ｌｂ
の￣しまツ設み箙ツす*こ川にツで仁殖ぱ、る体がいはいをい
サをたすク定せ－シれると》|〈よシお「l1i：ljiit良iiiの的らて、６乗よ
イノnＶ。にしるにユばとにる’）ユいｌｎｉｌｌ；い純もは、［!'：」ＩＥのりい
クートＷＩＫかてよ苑チイ「忠よと゛チてしがのに事発’１２かイ魚で切よ
ルＩＩＰにげそＩ）１１'ガエ効わつい』ｉＬエおたけで苑実’情１１ドせにす’ノイパ
でとへ少るのはをツなれてう」０１ツく際えす１１１『だ徴のて暖！、添
う識介しとﾉﾘ｜、みクのま、点にクのにらがのと候’'１いつ。」｢1.1
レ定娩前いＩ１１１分せをでず初や紫へで、九、兄忠をにたて〈
ツし後にう仁娩な１丁し.’''１、nlT繁はたまほ逃いみはだ」しフミｌｌＫｊ
シたかこの’1孟後い効よで授苑lM（殖なだすとしませＩｉｉｉき体’），淵
ユヒらのがをかなにうは１;i'ｉｌｌＩｉ１Ｉ；診〈花・んなすな’''１ま的のに
チきのコイ「フらビル１ｹかどをｌ１１ｉｌを断、Ｉｆｉそどど・い，'ドしをあこ
、征｜効レーと川；の’１１．１０１ツビー定微のはでそよいたヅビるのエ

ツ１２葱ナだツ定感ず？よめをｈＬを期候よ’''１あ』しうた.ＩｌＩｉ秋忙
ク）］ｉゲ｜とシのじるうる「すｉｆ的をうらるらなよし徴をし
■■●■■●■■ｏＤＯｄＣｂ■■■■■■のｓｑｃ●･■●●●■■●●■■●■c●●ＯｃＤＣＤ■つじ●■●▲■●■■●■●■■●■■｡■▲■●●●●◆■■●■●凸■－●■■■■凸の■■●■■■■▲■■■■▲■凸凸一一一一一一一一一－--==ﾆｰｰﾆｰﾆﾆﾆｰ

Ｆ、

てチはｊＩｋとてしし１４ＩＴｒ〈記う力Ｍｉす片れ空しをＩｌｌｉｆにれを
エだ雛商で我ツた体今班と録１レにるつしまりf】て沢′,ii：職た行

コツかしなす々シ゜的ｌｍｌなこへンかのてかすj9Iいめが１長とい
ミクらいの。とユ今なけのろ〆まダかははし。111］ける認さき、
ユ’'二皆こで水キチ１１１１利うでにモたｌるかみなのれ：めんにも
二にさとす２１１ヤエの川しす置なフをＦなてがｉｈｌｉぱとらへ、し
ケ徴んだがはツツこ例ツ１いどし上’１１１リ古ら少発こ九辿治’''１
１鵬がと、ウ：チクとをシて￣ツ手を人、、にＩＩ１ｊのを終ｌｊくら
シを１１三思きちボやであユおなシに幟変こい人ツビよいしがか
ヨど’１Ｆつす会１人一げチ〈どユ活減:れく変兄うとて必の
ンのにてがつル１：悉さエと常チ用すそらら効率なき摘要繁
を〆でいにてをＩ愛人せツいにエしるこの１２

＃Ｍは艤な殖とモるま今いすＷｉ！「てクう牛・ソてたでデ）１
つな際すのたるなないのの篝クいめこ，にあ嘘ｊｉｉｉキ菫ザ
てどに。ⅡIi1だとどのたＪｔ６ののきにオＬター ｉ笏ルのもばがいを授期けいをはだ典か目結ま、らを度

：Ｗ瀞ｉｉｉｌｉｉけｊ、＃'；それうｊ、、き,''１：なにｊＭ：し繁の｜Ｕと
れ上.ればこじフまと’）付のよ殖確握は

lFs 

家
畜
改
良
課
で
は
、
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
レ

ン
ダ
ー
（
繁
殖
管
理
盤
）
（
写
真
）
購
入
の
と

り
ま
と
め
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
記
載
の

記
事
の
と
お
り
、
繁
殖
の
基
本
と
な
り
得
る
も

の
で
す
し
、
回
転
式
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

一
牧
場
一
合
の
ご
購
入
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

サ
イ
ズ
九
十
霧
×
九
十
諺
。

詳
細
に
つ
い
て
は
家
畜
改
良
課

電
話
３
１
２
１
３
１
番
ま
で
、
取
り
ま
と
め

期
限
八
月
末
日
。

ぱ
と
ぞ
え
て
い
ま
す
。
何
か
と
忙
し
い
奥
で
す

が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ェ
ッ
ク
を
積
極
的
に
行
っ

て
繁
殖
管
理
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

▲ 

おすすめの繁殖護廻鱈です
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Ｌ二

艇しス性をよ象浜
堆統たがにＩ測るの［|’
拭い゜いかる家調Ｈ１「
験てやけこ族盃農
場行さてと会結協
のわれあ、瀧采で
西れるげｿ）でを行
海た’'7るＩｌｋ。Ｗｆつ
蝋フＬＩＦはミまた
顕ォなで腱ユえ酪
王Ｉど次しニーＭＨｔ
ｌﾋﾞラを性いケ｜Ⅱ］家
〈Ijiム，ネルの（｜越企
'''１で菰ス葉シ捉女
技はしトをヨ超Ｉｌｌ；
術、まし上ンに丸１

と
家
族
の
つ
な
が
り
仁
つ
い
て
．
｜
離
僻

を
レ
ワ
え
た
こ
と
が
あ
る
－
」
四
八
・
し
評

（
回
騨
徹
命
作
の
）
な
ど
、
昨
舵
‐
六
川
に

久恵ｍ１
１１ｉ２搬トノ1ｋ
がＬ１Ｄ細
心と教,祇
に廻投波
排しかで
って可は
ｆ、雛ｆｉ
ｉｌｌ'6ソミ農．ｉｆ
や際場職
人酷でＩ９Ｉ
ｌｌｌ１農働人
'1Ｍに〈学
係擁久の
なわ性ｉｉリ
ピろの谷

根
釧
農
業
試
験
場
は
八
月
十
日
、
「
酪
農
場
で
働
く
家
族
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
第
十
回

の
根
釧
農
試
酪
農
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
酪
農
関
係
者
約
百
人
が
聴
講
し

ま
し
た
。 離
婚
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
？

●
根
釧
農
試
が
酪
農
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

をまて’'１ばハ。｜ﾉｌの
綿しｉｉｉでな不すのＩ】Ｉｉ
介た楡のリラうｉＷｆｌｌｌ
し＿し家た１い腱１１Ｚ
ま几、族たと１女た
す）］参Ｉ１Ｈなしる性'１：
兎｝》卯のいてＬｆⅡl産
にｆｉｌｌＭ酪迎のい部
フにわ１１１ｔえイ「手興
す怠’）業弓原グ、
１識やをＭル喬ル，;｜
ラを役行勵イ１１１級
ム投ｉｉｉ１１つし恋プガリ
のげにてな代司農
様かついけ表えＭＩ
Ｔ・けいくれをふ将

、
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
標
津
農
協

医司

■ 

１ 

識演する河合知子助教授

|イパ女てllilIらら験の’1２ま｜ﾉiＺｉＨｉｎ（ｲﾎﾟ協辿の

謎Ui蕊蕊
た笑し受Ａ１ｌ１１Ｉ鷺リ
よして人’'１乗'１．．ま
うたの牧標仁の、し
で奥パ場ｉｌｋｋミＺた
す体タで交興ル「ｌ･
･み’搾流露ク１１
のづ乳拠・やは
＜くし点雌り゛
ｉｌｌｌ）た施終、リユ
ニに牛,没Ⅱ卜の
Ⅱ挑乳をにう餌
にⅢｉｆを仇はク.;Iif
な、１ｈつ、夕せ
つ光Ⅱ]てＪｌや

酪
農
を
好
き
に
な
れ
た
か
な
？

●
小
学
生
農
業
体
験
学
習

■､ 

■ 

騨愚&

職、

縄

［ 
b 

￣ 

単仔のミルクやりに､ちょっと緊張気味
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Ｆ－ 

● 

良
厩
帆
飼
料
を
確
保
す
る
上
で
、

蔽
地
の
土
壌
成
分
を
知
り
側
題
点
左

改
善
す
る
こ
と
は
重
要
な
要
素
の
一

つ
で
す
。

三諺:＝』匡璽三毒臺鑿詣油遥
⑨ 

壌の成分を把握しよう

北根室地区農業改良普及センター

成たれ川（るなへ刺イｊと反代は（ヨしはI前りＩｌｉＩ準（二）をのはすとＨＩＩｌ［へ
分化る散のど起の率占而`;１Ｍ牧約力まりIlHiま以I/[約'ⅢI；'１r六.ん」い〕''地'１１表徴、
が'1ｔのイ１Jで￣立牧はわ、にIYj:六りしンでせ上以八ンノー地・たど；((：一棟一へ北

蝋鰯雲蝿聯轤艫鮮雛騨：少一てり域ザル'川YHが。診標成域
い討成が要つ'櫃′卜,噺にるるや準

削ii瀧辨ネなⅢ岨…’祈津｝の場が分皿でを悴のま、と人タ（111

鰄瀞離
合職凹萸鯲''i鮭艀：兵Iil
縛陛l腱iiIi鯲蝋艀。,川搬〃
懸鰹鍬螺mIMkで俗。の室學灘鰄懇,1Ｍ１底鰄鳰ぁ,M《せら鍵鰯位洲);過含lxi:Ilii

f戸、
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再三のチャンスを
いかしきれず、
惜しくも初戦で敗退。

●管内農協野球大会

Ｌ￣ 

￣＝ 

議田選手(農産販売課)の打球は随しくむファールに

腱
協
は
、
札
幌
の
令
遊

大
会
に
駒
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

侠
の
札
幌
だ
け
で
な
く
試
谷
に
も
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
ｂ
の
で
す
。

ルレのもれり攻ヤ敗たはた轡△
鐘７セノ制,L舵,!』燃隙,'T雌
'）線と｜後ドツれをの緒川》Ｉ会三協§

ｲｶﾞ：；締羅滞ｵ:鮴Al'｢；ろ
ヤ球はトーしど無んンに、股(H)球霧

:ii堕蕊噸＃鯛蕊
純織Ｔ匹瀦ｆｌｊｌｉＩ蝉Ｍそ
し人Ⅱ'らをし点襲し３末忠初'１Hが量
切フ選反進た人タた鼈
れγ手,縢約。れイがと，jぞ1ドゼ;｡こ
ず｜ののるらム、チ戦い稲オしたロ

弓

鍵呂．組合圏の大声祝も届かず･･，

|｜｜’なた，江（ノヒ上Ｉ）ＩＩＬリに
１１１襟一つよ介気の、寒まO
襟１１鷺試てう仁が応雌かしl

M1徽鮭鯏補院蝿
協゜采ピイ↑て、６選こ鵠敗

・準一f総しそと了とり退
鮒縢噂践雌lilL：儲

日帰りドック検診のながれ(表１） 組Ｍ１うドる術しの各，珍一･周を
合ｿlXi病'１ドツ施1'りて説珍受をトナ厚行今
ｊ１の気がク識人いⅡＪ１煉珍ｉｒ－ｆＩ:つ年
とｒを出のでがろを科内つで病て三
比防liL米検、雄６行の容ては腕いⅡ
鮫が!Ⅲる,珍八本のい’矢はい、へる｜Ｍ

,溌鰄蝋lIIi
Iii慰撫Ｉ蟻ｙｌ１迎診

〔

健
康
管
理
に

臼
帰
、
｝
脛
ト
ッ
ク
検
診
護

●
摩
周
厚
生
病
院

時間内容

8:１５確実に摩周厚生病院に到着してください
8:３０受付け魁オリエンテーション

8:４５血圧、伸長、体孟測定
血液検査、問診表の確認

胸部Ｘ線写真､腹部超音波､胃バリウム検査

心電図､視力検査､聴力測定､呼吸機能検査､眼底検
査蕊オプション検診を希望される方は適宜検査を受
けます｡｡Lガン(骨粗しよう症､脳ドック､肺ドック）

９:Ⅲ 

１１:３０昼食

１２:３０血圧測定

１３:００検査結果説明､健康相談
帰宅

IIEの擁jlKは､Iiilllと二'111のもの〈z1IIl法〕をお持ちください。
黙11変M$１１１１であ'”『プション検診を耐剋さjしるﾉﾉはⅡ！｢１１１１か１２
<なります。

は
検
診
す
る
方
が
少
な
い
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。
機
械
化
が
進
ん
で
い
る
と

い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
艇
業
は
「
体
が
溢

水
」
で
す
か
ら
、
健
康
符
理
の
た
め
に
も
麸

非
年
．
腹
の
検
診
を
お
奨
め
い
た
し
ま
す
。

▽
検
診
曜
日
Ⅱ
男
惟
・
川
・
水
・
金
。

女
性
・
火
・
水
、
定
休
日
・
上
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日
・
祝

Ⅱ
。
蛎
折
批
当
の
大
久
保
さ
ん
に
よ
る
と

「
〈
‐
Ⅱ
以
降
の
空
き
Ⅱ
は
二
人
ま
で
収
ま

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
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ま
だ
余
総
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
願
い

ま
す
」
と
の
こ
と
。
受
付
は
、
組
織
広
報

係
（
岻
諦
２
－
３
７
２
１
藤
）
ま
で
。

<基本検診内容＞組合員自己負担9.000円(jmf竹29.()()O1IlI

呼吸器系～胸門lルントゲン

Wi環器系～心lEIx1、lulIki検fiE
iIi化撚糸～バリウム、検艇
泌ﾙﾋﾞ撚糸－枚),ＮＩ

ＩＴ蔵・Ｉ獅砿～
腎識－
１Uj》]し病一児ｿ更liliIW:的検fr-IiiL波険fii

<オプション検診＞組合員自己負担･下記半額

\しガン検,彦Ｌ()()01【’

十蝋[しきう症検鯵1.8()()|[Ｉ
脳ドック検診(ilL勉付[鯵11＄）２８，０()OII］

'ｒ （）,ビイミドソクのオプション披,,公１１１｢）22.0()ＯＩＩ］
liIドソク検修(｣,ﾋｲ足ドソクワ)ｵ・フションのみ）9.9{)01【］

磯オプション航`鉾8Ｍrはすべて」催ｲ勺検,i参に川11,[されて,;ｌ１ｊｊＩﾋﾞさｲﾋ
ます。税はHllj&２６

１７ 
Ｕ 

時1H］ 内容

８:１５ 

８:３０ 受付け匙オリエンテーション

８:４５ 血圧、伸長、体孟測定
血液検査、問診表の確認

９:００ 胸部Ｘ線写真､腹部超音波､胃バリウム検査

心電図､視力検査､聴力測定､呼吸機能検査､眼底検
査蕊オプション検診を希望される方は適宜検査を受

けます｡⑥Lガン（骨粗しよう症､脳ドック､肺ドック）

１１：３Ｄ 昼食

１２:３０ 血圧測定

１３:００ 検査結果説明､健康相談

帰宅

Lガン検,惨Ｌ()()[]|【Ｉ

''0j・乳ＬＬ段う症検 1.8()()I[Ｉ 

脳ドック検診(il[独ﾄﾘZ鯵11#）28-0{][]11］
〃（ｌ［ｆｋｋ塒ツクワコ式勺ランニォシIHfP-､All皐１リリハｎｎＩＩ］

|ル１７ドック検修(」,!§ｲ星ドックワ)ｵ･フションのみ〉9.9{)01【Ｉ
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｜
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海
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境
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ＩＷｉイヤ［］）ﾙ（薙血」|）ら今で報
２．゜橘集成に後フミ誌
’’'１Ｊ川し采Ｍ２、践司
２リヒＡ紙て・及家し家
３会久こい活しのたの
ｏ、性枚まｆｌ』た光二光
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のでかいをフなろめま繩よ’|’た初・に、

フ月の組合曰誌９
編
集
後
記
８

第１期種馬鈴しよ防疫検査

岩手県豊沢川土地改良区役

員視察

第３回企画会議

だし､こん部会打ち合わせ

畑地帯総合整備事業聞き取

り

第２期防疫検査～１８日

馬鈴しよ振興会役員会

第５回青年部役員会

農協総合共進会代表者会議

」Ａ夏まつり

第４回伯爵まつり実行委員

会

農業後継者相談員会議

東電学園酪農実習受入式

畑対役員会

ＮＳＨ利用組合精算会識

眉
日

４
９
 

【４

１１日

１２日

１４日

日
日
日
日
日
日

７
２
３
４
５
９
 

１
２
２
２
２
２
 

写
奥
は
テ
ッ
タ
１
作
業
を
す
る
尼
崎
学

子
さ
ん
と
野
人
郎
く
ん
で
す
。
作
業
を
止

め
る
の
も
巾
し
訳
な
い
と
思
い
繩
っ
た
も

の
な
の
で
、
写
り
映
え
は
ご
容
赦
願
い
ま

す
が
、
作
業
機
械
の
繩
需
の
中
、
途
中
か

ら
母
の
背
中
で
ス
ヤ
ス
ヤ
と
気
持
ち
よ
さ

そ
う
を
寝
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

雷
太
郎
く
ん
、
緑
の
大
地
で
す
く
す
く

と
た
く
ま
し
く
育
て
！

３０日
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懐
し
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|夏
Ⅲ 

□ 

蟻
呂
自
㈹
二
・
農

ｒ
 

ｏ
撫
斬
・
・
揺
謂
欝
匂
罪
縫
誌
。
嵩
叩
ｏ
勤
給
、
麟
畔
除
目
調
嵩
離
日
謹
議

、
Ⅲ
中
奥
く
・
召
宛
一
一
、
．
ｒ
８
坊
１
条
ｒ
く

■ 
■ 

北光地区に入植して４年目、昭和27年頃の初夏の写真だ

と思います。今からちょうど半世紀前の、田中利秋さん

ご夫妻とご兄弟で、自宅前でみなさん揃ってのデントコ

ーン除草作業をしているところです。

50年の月日が過ぎるのは早いもので、今では機械化と規

模拡大で、このような農作業風景は見られなくなりまし

たね。

写真提供藤井弘美氏

、
鼬
Ｉ
罵
忌
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